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  平成 22 年 3 月定例会

　平成 22 年の第１回定例議会が 3月２日から 19 日までの 18 日間の会期で開かれ、市長から提出さ　平成 22 年の第１回定例議会が 3月２日から 19 日までの 18 日間の会期で開かれ、市長から提出さ
れた平成 22 年度の当初予算を中心に 38 件の議案等について審議しました（審議結果は８ページ）。れた平成 22 年度の当初予算を中心に 38 件の議案等について審議しました（審議結果は８ページ）。
また、農業委員会委員の改選に伴い、議会推選枠として 3名の委員を推薦しました。また、農業委員会委員の改選に伴い、議会推選枠として 3名の委員を推薦しました。

一般会計 は  前年比 3億 790 万円・1.7％増 も一般会計 は  前年比 3億 790 万円・1.7％増 も
実質〝 子ども手当経費 〟を除くと 1.8％減実質〝 子ども手当経費 〟を除くと 1.8％減

平成２２年 第１回 定例議会
平成 22年度 当初予算を含む 38議案等を審議 

  一般会計  歳入（収入）主な内訳

  一般会計  歳出（支出）主な内訳

性 質 別 予算額 前年度比較
金額 構成 金額 率 増減

義務的経費 91 億 6,515 48.4 6 億 7,950 8.0 ↗
人 件 費 41 億 8,162 22.1 1 億 4,997 3.5 ↘
扶 助 費 33 億 5,664 17.7 8 億 4,226 33.5 ↗
公 債 費 16 億 2,689 8.6 1,281 0.8 ↘
投資的経費 30 億    889 15.9 8 億    484 21.1 ↘
普通建設費 30 億    889 15.9 8 億    484 21.1 ↘
その他経費 67 億 5,534 35.7 4 億 3,324 6.9 ↗
物 件 費 22 億 2,515 11.8 2 億 4,186 12.2 ↗
補助費等 21 億 4,450 11.3 8,465 3.8 ↘
操 出 金 22 億 1,456 11.7 2 億 8,996 15.1 ↗

財 源 別
予算額 前年度 比較
金額 構成 金額 率 増減

自 主 財 源 71 億 3,529 37.7 5,787 0.8 ↘
市 税 59 億 3,290 31.3 1 億 1,338 1.9 ↘
依 存 財 源 117 億 9,410 62.3 3 億 6,577 3.2 ↗
地方交付税  44 億 1,920 23.4 6 億    720 15.9 ↗
国県支出金 40 億 9,784 21.7 10 億 3,115 33.6 ↗
市 　 債 19 億 3,410 10.2 11 億 4,400 37.2 ↘
地方譲与税 3 億 2,720 1.7 1,910 5.5 ↘
交 付 金 10 億 1,576 5.4 1 億   948 9.7 ↘

特
別
委
員
会
？
・
・
・
常
設
の
委
員
会
で
は
な
く
、
特
定
の
事
柄
を
審
査
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
本
会
議
で
の
議
決
を
得
て
時
限
的
に
設
置
す
る
委
員
会
。
こ
れ
ま
で
本
市
議
会
で
は
議
員
定
数
、
政
治
倫
理
を
調
査
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

  平成 22 年度 当初予算（全 11会計）

会　計　別 予算額
前年度比較
額 率 増減

一 般 会 計 189 億 2,940 3 億    790 1.7 ↗

特
別
会
計

国民健康保険（事業） 58 億    906 4 億    148 7.4 ↗
国民健康保険（直診） 1 億 9,457 239 1.2 ↗
老 人 保 健 357 187 110.0 ↗
後期高齢者医療保険 3 億 6,165 501 1.4 ↗
介護保険（事業） 27 億 2,425 1 億 5,997 6.2 ↗
介護保険（サービス） 251 3 1.3 ↘
下 水 道 18 億 4,073 2 億 1,018 10.2 ↘
農 業 集 落 排 水 6 億 2,848 8,421 15.5 ↗
戸 別 浄 化 槽 6,924 508 7.9 ↗
霊 園 1,576 8 0.5 ↗

企
業
会
計

水 道
収益 収入 7 億 9,568 2,060 2.7 ↗

支出 7 億 7,120 4,464 6.1 ↗

資本 収入 11 億 2,783 5 億    459 81.0 ↗
支出 14 億 2,861 4 億 7,709 50.1 ↗

病 院
収益 収入 3 億    941 852 2.7 ↘

支出 2 億 6,962 2,294 7.8 ↘

資本 収入 － － － －

支出 4,439 105 2.4 ↗
歳 入 （ 収 入 ） 計 328 億 1,222 12 億 7,448 4.0 ↗
歳 出 （ 支 出 ） 計 330 億 9,313 12 億 5,767 4.0 ↗

（単位：万円・％、比較増減率：小数点第 2位を四捨五入）

H22 予算総額 330 億 9,313 万円H22 予算総額 330 億 9,313 万円
前年比 12億 6,767 万円・4.0％増前年比 12億 6,767 万円・4.0％増

（ 茨城空港 開港日オープニング・セレモニー・3月 11 日 ）（ 茨城空港 開港日オープニング・セレモニー・3月 11 日 ）
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予算委ＱＡ

選
挙
費
用
の
公
費
負
担
？
・
・
・
公
職
選
挙
法
や
規
定
し
た
条
例
に
基
づ
き
、
選
挙
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
料
や
ガ
ソ
リ
ン
代
、
ポ
ス
タ
ー
製
作
費
用
な
ど
の
選
挙
活
動
費
用
に
つ
い
て
、
国
や
自
治
体
が
そ
の
一
部
を
負
担
す
る
制
度
。

Ｑ　

市
が
保
有
す
る
未
利
用
地
の
活
用

策
は
？

Ａ　

旧
中
延
住
宅
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

21
年
度
に
評
価
を
実
施
し
、
22
年
度
中

に
競
売
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

固
定
資
産
、
土
地
評
価
の
鑑
定
業

務
委
託
の
内
容
は
？

Ａ　

土
地
の
評
価
替
え
は
３
年
に
一
度
、

土
地
利
用
状
況
等
の
変
化
を
踏
ま
え
て

単
価
を
出
し
て
い
る
。
22
年
度
は
24
年

度
の
評
価
替
え
に
向
け
て
、
そ
の
準
備

作
業
を
進
め
る
。

Ｑ　

公
債
費
の
見
込
額
が
前
年
度
よ
り
上

昇
し
て
い
る
が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
？

Ａ　

現
段
階
で
の
算
定
は
難
し
い
。
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
の
18
％
を
超
え
な
い
よ
う

配
慮
す
る
。

Ｑ　

公
職
選
挙
法
に
規
定
さ
れ
、
選
挙
経

費
の
公
費
負
担
が
可
能
だ
が
、
今
後
、
導

入
の
検
討
は
？

Ａ　

導
入
に
は
条
例
改
正
が
必
要
と
な

る
。４
月
の
市
長
選
で
の
適
用
は
な
い
が
、

次
回
の
市
議
選
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Ｑ　

４
月
か
ら
消
防
団
が
統
合
す
る
が
、

備
品
や
消
防
施
設
の
扱
い
は
？

Ａ　

消
防
団
の
統
合
に
合
わ
せ
て
、
運
営

形
態
や
備
品
の
扱
い
な
ど
を
統
一
し
て
い

る
。
ま
た
、
旧
町
村
に
よ
り
管
理
主
体
が

異
な
っ
て
い
た
火
の
見
や
ぐ
ら
や
貯
水
池

の
撤
去
等
に
つ
い
て
も
、
２
年
前
か
ら
市

で
予
算
化
し
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討

状
況
は
？

Ａ　

20
年
度
に
実
施
し
た
市
民
生
活
交
通

動
向
調
査
の
結
果
や
、
か
し
て
つ
跡
地
バ

ス
専
用
道
化
事
業
が
具
体
化
し
て
い
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
あ
り
方
、
市
が
取
り
組
む
施
策
等

に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
る
。

Ｑ　

関
係
者
と
具
体
的
な
協
議
・
検
討

を
進
め
、
早
期
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
。

Ｑ　

仮
称
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
の

設
計
調
査
の
内
容
は
？

Ａ　

基
本
計
画
に
基
づ
い
た
整
備
計
画

が
出
来
上
が
る
の
で
、
土
地
の
造
成
や

芝
張
り
、
管
理
棟
や
倉
庫
、
屋
外
ト
イ

レ
な
ど
の
設
計
業
務
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

各
総
合
支
所
内
の
銀
行
派
出
所
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
、
経
費
負
担
を
踏
ま
え

た
点
検
は
？

Ａ　

合
併
協
議
の
際
、
総
合
支
所
の
利

便
性
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
前
提

と
し
た
こ
と
か
ら
、
合
併
以
降
も
旧
町

村
時
と
同
様
に
実
施
し
て
き
た
。
今
後

は
、
利
用
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

22 年度 当初予算には設計調査委託料 7
千万円が計上。23年度内の事業完了を目
指す（仮称）スポーツシューレ公園。

（事業予定地の先後地内の八幡池）

　新年度（平成 22 年度）の当初予算（全 11 会計）を審査するため、今回から全議員 24 人　新年度（平成 22 年度）の当初予算（全 11 会計）を審査するため、今回から全議員 24 人
で構成する「予算特別委員会」を設置し、8・9日の 2日間にかけて審査しました。で構成する「予算特別委員会」を設置し、8・9日の 2日間にかけて審査しました。
　委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。　委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

バス専用道化のため舗装された〝かしてつ跡
地〟。22 年度は当初整備区間から外れた旧四
箇村駅から常陸小川駅までの測量、常陸小川
駅をターミナル活用するための基本計画の策
定や必要用地の取得も予定　（栗又四箇 地内）

予算特別委員会を設置   H22 当初予算を審査予算特別委員会を設置   H22 当初予算を審査

市
政
全
般
・
消
防
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予算委ＱＡ

茨
城
県
内
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
？
・
・
・
旅
券
法
改
正
に
よ
り
市
町
村
で
の
旅
券
事
務
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
市
で
も
平
成
21
年
６
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
が
開
設
。
各
市
町
村
へ
の
事
務
移
行
に
伴
い
各
地
区
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
順
次
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

子
ど
も
手
当
て
経
費
９
億
７
６
８
２
万

円
の
概
要
は
？

Ａ　

国
の
施
策
転
換
に
よ
り
、
現
行
の

児
童
手
当
に
変
わ
る
新
し
い
子
育
て
支

援
事
業
と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
る
。

Ｑ　

そ
の
内
容
と
市
内
の
対
象
者
は
？

Ａ　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
親
に
対
し
て
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き

毎
月
１
万
３
千
円
を
支
給
す
る
。
市
内

の
対
象
者
は
約
７
５
０
０
人
。

Ｑ　

支
給
時
期
は
？

Ａ　

６
月
に
４
・
５
月
分
を
、
そ
の
後
、

４
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て
、
10
月
、
２
月

に
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
。

Ｑ　

民
間
保
育
所
補
助
事
業
の
内
容
は
？

Ａ　

通
常
保
育
以
外
の
多
種
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
民
間
の
保
育

所
に
対
し
て
、
国
・
県
・
市
か
ら
事
業

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

Ｑ　

具
体
的
な
対
象
サ
ー
ビ
ス
は
？

Ａ　

延
長
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、

一
時
・
休
日
保
育
、
低
年
齢
児
保
育
従

事
者
の
増
員
な
ど
。
補
助
対
象
と
な
る

事
業
が
増
え
た
こ
と
で
、
新
年
度
の
予

算
は
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

観
光
協
会
に
支
出
す
る
観
光
業
務

委
託
料
８
５
０
万
円
の
内
容
は
？

Ａ　

内
訳
は
職
員
の
人
件
費
が

６
０
０
万
円
、
ま
た
、
今
年
度
は
観
光

パ
ン
フ
を
１
万
部
作
成
す
る
経
費
と
し

て
２
１
０
万
円
、
茨
城
空
港
を
Ｐ
Ｒ
す

る
観
光
グ
ッ
ズ
の
商
品
開
発
費
と
し
て

40
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

人
件
費
の
内
容
は
？

Ａ　

茨
城
空
港
の
２
階
に
商
工
会
の
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
〝
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
〞

を
設
置
し
て
い
る
、
そ
こ
で
市
の
観
光

案
内
を
行
う
２
名
の
職
員
に
対
す
る
も

の
。

Ｑ　

医
療
セ
ン
タ
ー
に
東
京
医
大
か
ら
派

遣
さ
れ
る
医
師
の
数
と
診
療
科
目
は
？

Ａ　

週
に
４
日
、
計
７
人
の
医
師
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
診
療
科
目
は
内
科
、

消
化
器
外
科
、
乳
腺
科
、
整
形
外
科
。

Ｑ　

患
者
は
同
じ
医
師
に
診
て
も
ら
い

た
い
。
同
じ
医
師
が
継
続
し
て
派
遣
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

Ｑ　

難
病
患
者
見
舞
金
の
増
加
要
因
は
？

Ａ　

対
象
疾
病
数
の
増
加
、
ま
た
、
周

知
に
よ
る
効
果
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

難
病
患
者
の
登
録
者
数
と
見
舞
金

申
請
者
と
の
差
は
？

Ａ　

21
年
４
月
現
在
の
登
録
者
は
２
０
３

名
、
21
年
度
の
申
請
者
は
１
４
３
名
。

Ｑ　

申
請
主
義
で
は
な
い
対
応
を
。

Ａ　

保
健
所
が
保
有
す
る
登
録
者
リ
ス

ト
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
市
で
の
申
請

の
際
や
市
報
等
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ　

学
力
向
上
支
援
の
内
容
は
？

Ａ　

市
内
の
全
中
学
校
に
学
力
向
上
支
援

員
を
配
置
し
、
学
習
上
の
弱
点
克
服
を
図

る
も
の
。
21
年
度
ま
で
は
中
学
校
の
み
を

対
象
に
し
て
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
小
学

校
で
の
活
用
も
図
り
、
よ
り
早
い
段
階
で

つ
ま
づ
き
を
失
く
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
22
年
度
に
耐
震
化
を
進
め
る
学
校
は
？

Ａ　

耐
震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
堅

倉
小
・
小
川
北
中
の
校
舎
の
改
築
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
小
川
南
中
の
校
舎
、

美
野
里
中
・
上
吉
影
小
・
納
場
小
の
体

育
館
、
羽
鳥
小
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐

震
補
強
を
進
め
る
。

市
民
生
活
・
産
業
経
済

教
育
・
福
祉
・
医
療

22 年度 当初予算に小中学校建設費 6億
7,000 万円を計上。国施策の後押しを受
け学校耐震化を推進する（H22-23 継続
事業として校舎改築を行う堅倉小学校）

21年度に続き地域医療確保事業費 500 万
円を計上。昨年 3月に締結した協定に基
づき大学の寄付講座が開設され、23年度
まで東京医科大学から医師派遣を受ける

空港旅客ターミナルビル内の 2階に設置
される〝スカイアリーナ〟。鉾田・行方両
市商工会とともに地元特産品の販売や周
辺の観光案内を行う
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予算委ＱＡ

農
業
集
落
排
水
事
業
？
・
・
・
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
、
し
尿
・
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
等
を
処
理
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
。
市
内
で
は
９
地
区
・
１
万
４
千
人
を
対
象
に
計
画
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
３
地
区
で
供
用
さ
れ
る
。

Ｑ　

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
広
域
幹
線

道
路
整
備
費
４
億
３
千
万
円
の
内
容
は
？

Ａ　

羽
鳥
宿
張
星
線
の
東
・
西
ル
ー
ト
、

栗
又
四
箇
線
、
田
木
谷
上
玉
里
線
の
４

路
線
に
つ
い
て
の
工
事
費
、
委
託
料
、

補
償
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

住
宅
施
設
維
持
管
理
経
費
の
主
な
内

容
は
？

Ａ　

老
朽
化
の
激
し
い
野
田
住
宅
を
用

途
廃
止
し
、
そ
の
解
体
撤
去
・
整
地
工

事
を
行
う
た
め
、
２
４
２
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

Ｑ　

野
田
住
宅
の
入
居
者
は
？

Ａ　

現
在
、
全
部
で
15
棟
あ
る
。
５
月

中
に
は
退
去
手
続
き
が
完
了
す
る
予
定
。

Ｑ　
戸
別
浄
化
槽
事
業
の
対
象
エ
リ
ア
は
？

Ａ　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外
、
ま

た
農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
区
域
外

を
対
象
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

22
年
度
か
ら
実
施
す
る
水
道
業
務

委
託
料
４
２
０
０
万
円
の
内
容
は
？

Ａ　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
、
水
道
料

金
の
収
納
、
窓
口
業
務
が
主
な
も
の
。

Ｑ　
石
綿
セ
メ
ン
ト
水
道
管
の
残
延
長
は
？

Ａ　

事
業
開
始
当
初
は
約
１
４
０
㎞

あ
っ
た
が
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
１
年
あ

た
り
約
８
㎞
更
新
し
、
現
在
の
残
延
長
は

約
70
㎞
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

小
川
温
泉
寿
荘
の
建
替
え
は
？

Ａ　

現
在
、
設
計
を
進
め
て
お
り
、
22

年
度
内
に
は
建
築
に
着
手
す
る
。
昨
年

購
入
し
た
土
地
に
新
設
し
、
現
在
の
施

設
は
解
体
す
る
。

Ｑ　

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
等
の
内
容
は
？

Ａ　

東
口
敷
地
整
備
工
事
１
２
０
万
円

は
、
駅
東
口
の
空
き
地
５
千
㎡
に
つ
い

て
、
地
域
で
活
用
で
き
る
よ
う
暫
定
的

な
整
地
を
行
う
。
ま
た
、
周
辺
整
備
計

画
２
５
０
万
円
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
で
示
さ
れ
る
整
備
方
針
に
基
づ
き
具

体
的
な
整
備
内
容
を
計
画
す
る
。

Ｑ　

か
し
て
つ
跡
地
バ
ス
専
用
道
路
事
業

費
５
３
０
０
万
円
の
内
容
は
？

Ａ　

四
箇
村
駅
か
ら
常
陸
小
川
駅
ま
で

の
測
量
と
、
常
陸
小
川
駅
構
内
を
タ
ー

ミ
ナ
ル
的
に
整
備
す
る
た
め
の
基
本
計

画
の
策
定
と
必
要
な
用
地
を
取
得
す
る
。

Ｑ　

農
業
集
落
排
水
事
業 

納
場
南
部
地

区
の
見
通
し
は
？

Ａ　

22
年
度
に
概
略
設
計
を
行
い
、
調
査

や
経
済
比
較
、
処
理
場
の
予
定
地
等
を
設

定
す
る
。
23
年
度
か
ら
事
業
着
手
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

接
続
率
向
上
の
対
策
は
？

Ａ　

維
持
管
理
組
合
と
対
応
を
協
議
し
、

合
同
で
も
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

戸
別
浄
化
槽
の
設
置
件
数
は
？

Ａ　

20
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
初
年
度
は
28
件
、
平

成
21
年
度
は
30
件
を
設
置
し
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
は
？

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
組
織
に
助
成
金
を
支

出
し
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
地
区
で
の
設
立
に
向
け
て
、
各
地
区

の
方
々
と
協
議
・
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
件
数
は
？

Ａ　

平
成
22
年
２
月
末
現
在
、
１
０
３
９

件
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

９
６
４
件
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
内
訳
は
10
年
用
が
５
５
９
件
、
５

年
用
が
３
５
３
件
、
子
ど
も
用
が
52
件

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
は
？

Ａ　

11
月
の
開
設
か
ら
22
年
２
月
末
ま

で
の
相
談
件
数
は
43
件
、
こ
の
う
ち
電

話
か
ら
が
29
件
、
直
接
が
14
名
。
主
な

相
談
内
容
は
、
契
約
、
金
融
、
商
品
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

Ｑ　

難
し
い
相
談
事
案
へ
の
対
応
は
？

Ａ　

資
格
を
有
す
る
相
談
員
が
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
。
相
談
内
容
が
複
雑
多

様
化
し
て
お
り
、
年
６
回
弁
護
士
か
ら

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
た

め
、
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

建築から約 40 年を経過し、22 年度、
中延住宅に続き、用途廃止される〝野
田住宅〟。セーフティーネットの確保と
ともに人口減少社会下における効果・
効率的な住宅施策が求められる

空港開港に伴うバイパス整備によりアク
セスも向上。平成 23 年度内の事業完了
を目指し、本年度は工事費 1 億 7,500
万円を計上  （小川温泉寿荘・上吉影地内）

都
市
建
設
・
水
道
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小
川
運
動
公
園
体
育
館
を
多
目
的
施
設
に

Ｑ　

小
川
運
動
公
園
体
育
館
の
改
修
の

内
容
は
？

Ａ　

国
か
ら
の
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
、
可
動
式
ス
テ
ー
ジ

の
設
置
や
照
明
・
音
響
設
備
を
整
備
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

体
育
館
の
活
用
幅
が
広
が
る
こ
と

を
周
知
徹
底
し
、
地
域
住
民
が
有
効
に

利
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

産
業
経
済
部
に
移
行
し
ま
す
が
、
業
務
等

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
の
利
用
促
進
協
議
会
等
の

組
織
に
つ
い
て
も
、
空
港
の
持
続
的
な
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

茨
城
空
港
は
基
地
と
空
港
が
共
存
す

る
共
用
空
港
だ
が
、
業
務
の
線
引
き
は
？

Ａ　

空
港
の
航
空
管
制
な
ど
基
本
的
な

運
用
は
自
衛
隊
が
行
い
ま
す
が
、
市
と

し
て
は
、
原
則
、
民
間
航
空
機
に
関
す

る
こ
と
は
空
港
対
策
課
が
担
当
し
、
基

地
に
関
す
る
業
務
は
基
地
対
策
課
が
行

い
ま
す
。

白
河
診
療
所 

医
師
の
定
年
延
長

Ｑ　

市
職
員
の
定
年
等
の
条
例
の
一
部

改
正
の
中
身
は
？

Ａ　

白
河
診
療
所
の
医
師
の
定
年
を
２

年
延
長
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

２
年
延
長
と
す
る
理
由
は
？

Ａ　

以
前
も
５
年
延
長
を
し
て
い
ま
す
。

現
医
師
は
地
域
住
民
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
継
続
し
た
勤
務
を
お
願
い
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
本
人
の
意
向
を

踏
ま
え
、
２
年
間
の
延
長
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

医
師
不
足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

幅
広
く
医
師
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　本会議で付託された平成 22年度当初予算を除く 27件の議案等について、15日から 16日にかけて

行われた各委員会で審査しました。

　各委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
山　口
岩　本
磯　辺
木名瀬
藤　井
山　本

21
年
度
の
最
終
補
正
予
算
に

２
億
７
８
６
９
万
円
を
計
上

Ｑ　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
は
？

Ａ　

国
の
第
二
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ

た
交
付
金
を
活
用
し
、
各
種
事
業
を
展
開

す
る
た
め
大
幅
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

具
体
的
な
事
業
は
？

Ａ　

主
な
も
の
は
小
川
南
中
の
屋
外
ト

イ
レ
整
備
、
羽
鳥
駅
周
辺
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
、
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
舗

装
・
路
盤
改
修
な
ど
で
、
事
業
実
施
は

予
算
を
繰
り
越
し
て
22
年
度
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
他
、
地
方
交
付
税
を

財
源
と
し
て
財
政
の
安
定
を
図
る
た
め
、

基
金
に
約
３
億
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

空
港
開
港
後
の
市
の
対
応
は

Ｑ　

今
回
の
組
織
見
直
し
に
よ
り
、
市
の

空
港
対
策
の
取
組
み
は
変
わ
る
の
か
。
ま

た
空
港
利
用
促
進
協
議
会
等
の
扱
い
は
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
空
港
に
関
す
る
業
務
は
、

市
長
公
室
内
の
空
港
対
策
課
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
同
課
は

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
関　口
小　川
大　宅
村　田
中　村
福　島

　　   常任委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　　　　　　　提出された議案等についての審査経過

野球場・テニスコート・体育館等を有す
る総合運動施設。平成 20 年度における
延べ利用者数は約 1万 7,000 人

（小川運動公園・与沢地内）

国
民
健
康
保
険 

診
療
施
設
？
・
・
・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
が
、
そ
の
保
健
事
業
の
一
つ
と
し
て
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
や
無
医
師
地
区
の
解
消
を
図
る
た
め
、
法
に
基
づ
き
設
置
す
る
病
院
や
診
療
所
。
本
市
で
は
白
河
診
療
所
。
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市
営
霊
園
の
拡
張
計
画
は

Ｑ　

市
営
霊
園
の
残
区
画
数
は
？

Ａ　

現
在
の
残
区
画
数
は
約
１
４
０
で

す
。
例
年
30
〜
40
区
画
の
利
用
申
込
が

あ
り
ま
す
の
で
、
４
年
程
度
で
残
区
画

が
な
く
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
拡
張
し
て
い
く
予
定
は
？

Ａ　

周
辺
に
必
要
な
用
地
は
確
保
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
具
体
的
な
増

設
計
画
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
を
強
化

Ｑ　

今
回
の
規
制
強
化
に
よ
り
、
具
体

的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
？

Ａ　

現
在
、
全
国
各
地
で
採
掘
地
の
埋

め
戻
し
や
休
耕
地
等
で
の
残
土
の
不
適

正
処
分
が
発
生
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

地
域
住
民
も
土
壌
汚
染
や
災
害
の
発
生

等
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
未

然
に
防
止
し
て
い
く
た
め
、
関
係
者
の

責
務
を
明
確
化
し
、
許
可
行
為
・
措
置

命
令
・
罰
則
を
強
化
し
ま
す
。

Ｑ　

規
制
対
象
の
範
囲
か
ど
う
か
線
引

き
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
が
？

Ａ　

現
場
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
関
係

部
署
等
と
連
携
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

 常任委ＱＡ
教
育
予
算
の
有
効
活
用
を

Ｑ　

社
会
人
Ｔ
Ｔ
配
置
、
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
、
理
科
支
援
員
等
配
置
事
業

の
予
算
減
額
が
目
立
つ
が
？

Ａ　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に

よ
り
授
業
数
が
減
少
し
た
た
め
、
指
導

者
の
賃
金
等
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
内
容
の
事
業
を
展
開
す
る

に
あ
た
り
、
別
の
有
利
な
補
助
金
制
度

の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ　

単
に
減
額
す
る
の
で
は
な
く
、
内

容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方
策
等
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

Ｑ　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
が
増

額
補
正
と
な
っ
て
い
る
の
は
？

Ａ　

補
装
具
の
交
付･

修
理
、
在
宅
者
・

施
設
入
所
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
給
付
費
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
制
度
周
知
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
、
ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
個

人
負
担
の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た

め
で
、
今
後
も
給
付
費
は
増
え
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

市
営
駐
輪
場
の
保
管
期
間
を
短
縮

Ｑ　

条
例
改
正
の
内
容
は
？

Ａ　

遺
失
物
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
が

管
理
す
る
駐
輪
場
か
ら
撤
去
し
た
自
転

車
等
の
保
管
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
６
ヶ

月
か
ら
３
ヶ
月
に
短
縮
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

年
間
の
放
置
自
転
車
数
は
？

Ａ　

約
60
台
で
す
。
警
察
署
等
に
照
会

し
、
持
ち
主
が
特
定
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
う
ち
数
台
程
度
で
す
。

Ｑ　

保
管
期
間
短
縮
に
よ
る
効
果
は
？

Ａ　

駐
輪
場
の
管
理
上
の
改
善
が
図
れ

る
と
と
も
に
、
早
い
段
階
で
リ
サ
イ
ク

ル
に
回
せ
る
こ
と
で
、
再
利
用
が
期
待

で
き
ま
す
。

空
港
開
港
に
伴
う
ご
み
対
策
は

Ｑ　

空
港
開
港
後
、
見
物
客
な
ど
多
く

の
人
が
訪
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
ゴ
ミ

が
発
生
す
る
と
思
う
が
、
航
空
機
や
空

港
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
市
内
の
焼
却
施
設

で
処
理
さ
れ
る
の
か
？

Ａ　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
航
空
機
か
ら

出
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県

の
開
発
公
社
や
航
空
会
社
が
業
者
と
委

託
契
約
し
て
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
焼
却
施
設
と
し
て
は
、

市
内
に
あ
る
霞
台
厚
生
施
設
組
合
環

境
セ
ン
タ
ー
や
笠
間
市
の
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
経
済

市
民
経
済
（委員）
萩　原
加　藤
野　村
戸　田
橋　本
島　田

建　
　

設

建　
　

設
（委員）
笹　目
古　谷
荒　川
大和田
市　村
田　村

市内のゴミ発生・処理等については法令に
基づき〝一般廃棄物処理計画〟を策定する
（石岡市と小川・玉里地区のゴミ処理を担
う〝霞台厚生施設組合 環境センター〟）

羽鳥駅の東西 3カ所に設置される市営
駐輪場。
（羽鳥駅東口ロータリー内の駐輪場）

障
が
い
者
自
立
支
援
法
？
・
・
・
こ
れ
ま
で
障
が
い
種
別
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
ご
と
に
提
供
さ
れ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
共
通
の
制
度
の
中
で
一
元
化
し
、
公
費
と
利
用
者
（
原
則
１
割
）
負
担
を
明
確
に
し
た
。
平
成
18
年
10
月
に
全
面
施
行
。
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審議結果

第１回定例議会　審議結果一覧（全 39件）
No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 21年度 補正予算（9件）
16 一般会計 ◎ 各 ◎

  補正額：2億 7,869 万円↑　補正後額：204 億 9,810 万円
  繰越明許：19億 1,443 万円（9事業）

17 国民健康保険 ◎ 文 ◎
[ 事業勘定 ]
  補正額：1億 5,314 万円↑　補正後額 56億 5,432 万円
[ 直診勘定（白河診療所）]
  補正額：32万円↑　補正後額 2億 953 万円

18 老人保健 ◎ 文 ◎

  補正額：75万円↑　補正後額 2,058 万円

19 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎

  補正額：350 万円↓　補正後額：3億 3,093 万円

20 下 水 道 ◎ 建 ◎

  補正額：3,054 万円↓　補正後額 20億 3,623 万円
  繰越明許：1,184 万円（1事業）

21 農業集落排水 ◎ 建 ◎

  補正額：136 万円↓　補正後額 5億 3,806 万円

22 戸別浄化槽 ◎ 建 ◎

  補正額：27万↓　補正後額：6,942 万円

23 霊　　園 ◎ 市 ◎

補正額：80万円↓　補正後額：1,497 万円

24 介護保険 ◎ 文 ◎
[ 事業 ]
  補正額 3,118 万円↓　補正後額：26億 8,400 万円
[ 介護サービス ]
  補正額 60万円↑　補正後額：315 万円

■ 22年度 当初予算（11件）
25 一般会計 ◎ 予 ◎

26 国民健康保険（事業、直診勘定） ◎ 予 ◎

27 老人保健 ◎ 予 ◎

28 後期高齢者医療保険 ◎ 予 ◎

29 下 水 道 ◎ 予 ◎

30 農業集落排水 ◎ 予 ◎

31 戸別浄化槽 ◎ 予 ◎

32 霊 　 園 ◎ 予 ◎

33 介護保険（事業・サービス勘定） ◎ 予 ◎

34 病 院 ◎ 予 ◎

35 水 道 ◎ 予 ◎

■ 請願・陳情（3件）
1 「自主共済制度の保険業法適用除外」
の実現を求める陳情 継 総 継

2 「選択的夫婦別姓を認める民法の一
部改正」に反対を求める意見書提出
に関する陳情書

継 市 継

3 保育制度の充実に関する意見書提出
を求める陳情書 ◎ 文 ◎

〝 審議結果の表記・見方について 〟
  [審査を付託された委員会 ]
　 総：総　務、文：文教福祉、市：市民経済
　 建：建　設、各：各委員会、予：予算特別
  [賛　否 ]
　 ◎：全会一致で可決（採択、推選）、継：継続審査

No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 条例の改正（14件）
2 土砂等による土地の埋立て、盛土及び
たい積の規制に関する条例 ◎ 市 ◎

～不適切な土地の埋立て等を防止するため規制を強化するもの～

3 部等設置条例 ◎ 総 ◎
～組織機構を見直すもの～

4 職員の定年等に関する条例 ◎ 総 ◎

～白河診療所の医師を確保するため定年退職の特例
　期限を延長するもの～

5 特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例 ◎ 市 ◎

～農事実行組合長を廃止し、新たに農業振興委員を
　設置するもの～

6 職員の給与に関する条例 ◎ 総 ◎

～地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴うもの～

7 手数料条例 ◎ 建 ◎

～開発許可等事務の権限委譲に伴うもの～

8 基金条例 ◎ 文 ◎

～制度改正に伴う出産育児一時金貸付基金の廃止と
　利用者減少に伴う高額療養費貸付基金の減額～

9 基金条例 ◎ 市 ◎

～株式会社タイヨーからの寄付金を環境整備を図る
　ための財源として積立てるもの～

10 医療福祉費支給に関する条例 ◎ 文 ◎
～県の実施要領等の改正に伴うもの～

11 後期高齢者医療に関する条例 ◎ 文 ◎

～社会保険の保険料等に係る延滞金を軽減する厚生
　年金保険法等の改正に伴うもの～

12 介護保険条例 ◎ 文 ◎

～社会保険の保険料等に係る延滞金を軽減する厚生
　年金保険法等の改正に伴うもの～

13 玉里学校給食センター条例 ◎ 文 ◎
～小美玉学校給食センター新設に伴うもの～

14 農政審議会条例 ◎ 市 ◎
～施設機関名称の変更に伴うもの～

15 自転車駐車場の利用及び管理に関する条例 ◎ 建 ◎
～遺失物法の改正に伴い保管期間を改正するもの～

■ その他（2件）
36 市道路線の認定 ◎ 建 ◎
～市道美Ⅰ－ 22、Ⅰ－ 23号線～

－ 農業委員会委員の推薦（指名推薦）
 朝倉実行 氏、幡谷邦雄 氏、山下 明 氏

◎ － －

選
択
的
夫
婦
別
姓
？
・
・
・
希
望
に
よ
り
夫
婦
別
姓
を
選
択
で
き
る
こ
と
。
平
成
８
年
に
法
制
審
議
会
か
ら
提
言
さ
れ
て
い
る
。
現
政
権 

民
主
党
の
政
策
集
に
も
明
記
さ
れ
る
が
、
国
会
へ
の
同
制
度
を
柱
と
す
る
民
法
改
正
案
の
提
出
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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議会広報おみたま 第 17 号

　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 住みやすいまちを目指して

１．山本　信子　（10 ページ）
　　① シルバーリハビリ体操指導士について
 （答弁：保健福祉部長）

　　② 消防団について
 （答弁：消防長）

２．山口　良元　（11 ページ）
　　① 防災訓練について
 （答弁：市民生活部長）

３．福島ヤヨヒ　（12 ページ）
　　① 安心安全な通学路整備を
 （答弁：都市建設部長、教育長）
　　② 窓口業務の時間延長を
 （答弁：総務部長）

　　③ 羽鳥地区の地番整備
 （答弁：総務部長）

　　④ 雇用創出の手立ては
 （答弁：産業経済部長、副市長）

４．島田　幸三　（13 ページ）
　　① 行政組織機構改革について
 （答弁：総務部長）

　　② 広告収入について
 （答弁：市長公室長）

　　③ 美野里地区の幼稚園統合計画について
 （答弁：教育長）

５．小川　賢治　（14 ページ）
　　① 農業委員会について
 （答弁：農業委員会事務局長）

　　② ふるさと農道整備事業について
 （答弁：都市建設部長）

　　③  飼料用イネの生産について
 （答弁：産業経済部長）

６．関口　輝門　（15 ページ）
　　① 学校給食の運営について
 （答弁：教育次長）

７．戸田　見成　（16 ページ）
　　① 監査のあり方について
 （答弁：監査委員事務局長、市長公室長）

　　② 子ども福祉課の創設について
 （答弁：保険福祉部長）

　　③ 合併から４年経過の成果は
 （答弁：市長、市長公室長）

８．大和田　智弘（17 ページ）
　　① 水の交流エリア内施設について
 （答弁：市長公室長、市民生活部長

                          教育長）

  
　平成 22 年第 1回定例議会で行われた一般質問には、8名の議員が市政に関する 18 項目について　平成 22 年第 1回定例議会で行われた一般質問には、8名の議員が市政に関する 18 項目について
質問や提言を行いました。質問や提言を行いました。
　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。
　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。
　今定例議会の会議録は６月頃に発行する予定です。　今定例議会の会議録は６月頃に発行する予定です。

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
で
す
。
質
問
は
、
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（羽鳥小学校 入学式・4月 7日）（羽鳥小学校 入学式・4月 7日）
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シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
養
成
事
業
？
・
・
・
県
独
自
の
介
護
予
防
施
策
と
し
て
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
。
60
歳
以
上
の
県
民
を
〝
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
〞
指
導
士
と
し
て
養
成
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
し
普
及
を
図
る
。

一般質問

Ｑ 

市
内
指
導
士
の
活
動
状
況
は

　

 

今
後
の
普
及
促
進
の
考
え
は

　

高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
現
在
、
出

来
る
限
り
介
護
を
受
け
ず
活
動
的
な
生

活
を
遅
れ
る
こ
と
が
高
齢
者
自
身
の
望

み
で
も
あ
る
が
、
県
が
実
施
す
る
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及
拡
大
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
は
、
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
の
大
田

仁
史 
先
生
が
考
案
し
た
県
独
自
の
も
の

で
、
こ
の
事
業
の
普
及
を
通
じ
て
、
高

齢
者
の
生
活
能
力
を
維
持
し
、
地
域
の

介
護
力
向
上
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、

体
操
指
導
士
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
市
内
に
は
80
名

の
指
導
士
が
登
録
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
〝
小
美
玉
市
シ
ル
バ
ー
指
導
士

会
〞
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
や
健
康
教
室
、
介
護
予

防
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
延
べ
２
７
０

回
、
４
２
０
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
、
同
指
導
士
会
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
市
内
に
お
け
る
体
操
普

及
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
急
速
な
高
齢
社
会
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
も
介
護
予

防
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
定
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
の
実
施
や
各
地
区
で
の
開
催
を
拡
大

し
て
い
く
な
ど
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

Ｑ 

消
防
団
統
合
に
よ
る
問
題
は

Ａ 

消
防
長　

平
成
22
年
４
月
か
ら
統
合

さ
れ
る
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
分
団
編

成
の
見
直
し
に
伴
い
、
火
災
時
の
出
動

区
分
が
変
更
さ
れ
る
小
川
・
玉
里
地
区

に
お
い
て
、
混
乱
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
既
に
新
体
制
に
お
け
る

消
火
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
小
川
地
区
で
７
件
、
玉
里
地
区

で
１
件
の
火
災
発
生
時
に
出
動
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
員
等
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
早
期
に
充
足
し
て
い

け
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
各
消
防

団
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

消
防
団
員
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
の
対
応

Ａ 

消
防
長　

現
在
、
消
防
団
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
団
員
の
約
７
割
、
ま
た
、
本
市

で
も
75
％
が
被
雇
用
者
と
な
っ
て
い
る

現
状
か
ら
、
昼
間
の
即
時
対
応
が
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も

被
雇
用
者
団
員
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

こ
う
し
た
方
が
入
団
・
活
動
し
や
す
い

環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
各
事
業
所
の
社
会
貢
献
や
信

頼
性
向
上
に
寄
与
し
な
が
ら
、
地
域
に

お
け
る
防
災
体
制
を
強
化
す
る
目
的
で

〝
消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
〞
が
提
言
さ

れ
て
お
り
、
本
市
で
も
平
成
21
年
４
月

か
ら
同
制
度
を
導
入
し
、
現
在
、
１
事

業
所
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
事

業
所
数
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

2025 年には高齢者人口がピークを迎える
中、高齢者が要介護状態にならないよう、
地域内での支援体制を構築した中で、介護
予防等の知識、体操の普及促進を目指す

（シルバーリハビリ体操）

Ｑ . まずやってみる！介護予防Ｑ . まずやってみる！介護予防
　　リハビリ体操の普及促進を　　リハビリ体操の普及促進を

　　Ａ .　　Ａ . 定期的なプログラム化定期的なプログラム化
　　　　　　　　各地区で普及拡大を目指す各地区で普及拡大を目指す 山本　信子
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成
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は

　

 

地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
強
化
は

　

平
成
22
年
１
月
24
日
、
市
と
し
て
初

め
て
の
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
た

が
、
市
民
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
・
団

体
と
の
連
携
の
下
で
、
各
種
の
実
戦
的

な
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
一
定
の
成

果
を
得
た
も
の
と
思
う
。

　

平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
防
災
訓
練
の
実

施
を
通
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
市
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
市

の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
防
災
体
制

の
強
化
に
努
め
な
が
ら
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
予
測
で
き
な
い
災

害
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
促

す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
も
含
め
た

地
域
住
民
と
の
相
互
協
力
体
制
の
構
築

が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
初
め
て
、

避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
等
を
含
め

た
15
項
目
か
ら
成
る
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
防
災

関
係
機
関
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
応

急
対
策
に
関
す
る
準
備
に
つ
い
て
、
そ

の
検
証
と
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
防
災
担
当
者
の

自
己
研け
ん
さ
ん鑽

や
日
頃
の
取
組
み
に
つ
い
て

の
検
証
や
評
価
の
機
会
を
得
ら
れ
、
ま

た
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
が
更
に
深

ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に

市
民
に
対
し
て
は
防
災
意
識
の
高
揚
が

図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
成
果
や

反
省
を
踏
ま
え
た
上
で
、
防
災
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
更
な
る
防

災
体
制
の
構
築
や
危
機
管
理
体
制
の
強

化
充
実
に
努
め
、
潤
い
の
あ
る
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

今
回
の
訓
練
の
反
省
に
つ
い
て

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

実
施
日
が
１
月

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
消
防
団
関
係

の
方
に
つ
い
て
は
出
初
式
等
の
行
事
が

重
な
り
、
短
期
間
に
お
い
て
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、

次
回
開
催
に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期
や

実
施
内
容
等
、
消
防
署
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
団
体
の
方
々
と
十
分
に
協
議
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
日
の
決
定
が
遅
れ
た
こ

と
で
、
市
民
へ
の
周
知
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
次
回

開
催
時
に
は
、
一
般
の
市
民
の
方
に
も

幅
広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知

体
制
に
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
？
・
・
・
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
市
内
に
お
け
る
災
害
対
策
全
般
に
つ
い
て
、
市
・
防
災
関
係
機
関
・
市
民
・
事
業
者
等
が
果
た
す
責
務
、
災
害
予
防
、
災
害
時
の
応
急
対
策
等
を
規
定
し
た
も
の
。

 一般質問

Ｑ . 初めての防災訓練の成果はＱ . 初めての防災訓練の成果は
　　　　防災体制強化に向けた対応は防災体制強化に向けた対応は

　　Ａ . 今回の成果反省を踏まえ　　Ａ . 今回の成果反省を踏まえ
　　　　定期的な実施で充実強化　　　　定期的な実施で充実強化 山口　良元

災害時の状況を疑似体験することで、普
段からの備えや心構えの大切さが理解さ
れる。防災訓練はその好機と捉え積極的
な市民参加を促したい　    （地震体験車）

災害時には、災害対策本部が中心とな
り、各種関係機関と連携、情報を共有
しながら、市民への適切な情報提供、
被災者救助等を行う   （消防レスキュー）
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県
内
交
通
事
故
発
生
状
況
？
・
・
・
09
年
の
県
内
で
の
交
通
事
故
発
生
数
は
１
万
６
６
６
８
件
、
事
故
死
者
は
１
９
９
人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
６
位
。
同
規
模
県
の
水
準
と
比
べ
て
も
多
く
、
そ
の
原
因
に
全
国
２
位
の
道
路
実
延
長
や
運
転
マ
ナ
ー
の
悪
さ
も
指
摘
さ
れ
る
。

一般質問

Ｑ 

総
合
的
に
通
学
路
の
安
全
対
策
を

　

本
年
２
月
、
羽
鳥
小
学
区
内
に
お
い

て
登
校
中
の
児
童
が
交
通
事
故
に
遭
い
、

テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

　

安
心
・
安
全
な
通
学
路
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
保

護
者
、
地
域
住
民
、
警
察
署
等
の
関
係

機
関
を
含
め
た
周
囲
の
大
人
達
が
問
題

等
を
共
有
し
た
上
で
連
携
協
力
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
の

安
心
安
全
を
最
優
先
す
る
観
点
か
ら
総

合
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 
教
育
長　

こ
れ
ま
で
も
児
童
生
徒
の

登
下
校
に
関
し
て
は
、
日
頃
か
ら
各
学

校
に
お
け
る
指
導
、
保
護
者
、
子
ど
も

会
育
成
会
、
警
察
署
等
の
関
係
機
関
・

団
体
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

様
々
な
場
面
や
機
会
を
通
じ
て
、
子
ど

も
達
の
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
事
故
発
生
後
、
改
め
て
、
市

内
の
全
小
中
学
校
に
お
け
る
通
学
路
の

危
険
カ
所
や
決
定
方
法
、
登
校
班
編
成

の
仕
方
、
日
頃
の
学
校
に
お
け
る
安
全

指
導
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
点
検
結
果
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
道
路
の
状
況
や
車
の
通
行
量

等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
方
や
警
察
署
等
に
協
力
・

支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
歩
道
等

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
カ
所
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
関
係
部
署

及
び
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
な
通
学
路
が
確
保
で
き
る

よ
う
対
応
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

低
迷
す
る
雇
用
情
勢
へ
の
対
応
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

平
成
22
年
１
月
現

在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
管
内
で
の
就

職
内
定
状
況
は
、
就
職
希
望
者
全
体
の

人
数
が
２
１
３
名
、
こ
の
う
ち
就
職
内

定
者
は
１
４
８
名
、
決
定
率
69
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
高
卒

者
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
で
き

ま
せ
ん
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
市
内

高
校
に
お
け
る
内
定
率
は
１
０
０
％
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
庁
及
び
各
総
合
支
所
に
お

い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を

提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
ま

た
、
昨
年
８
月
に
は
、
石
岡
市
や
関
係

機
関
・
団
体
と
と
も
に
、
石
岡
・
小
美

玉
両
市
内
の
事
業
主
に
対
し
て
、
新
規

高
卒
者
に
対
す
る
積
極
的
な
採
用
を
検

討
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
と
休
日
対
応
を

Ａ 

総
務
部
長　

窓
口
業
務
の
時
間
延
長

に
関
し
て
は
、
合
併
前
の
旧
小
川
・
玉

里
地
区
に
お
い
て
、
週
１
回
、
時
間
外

受
付
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用

者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
の

中
で
廃
止
と
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
県
内
の
約
半
数
の
市
町

村
で
は
週
１
回
２
時
間
程
度
の
時
間
外

窓
口
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
導
入
に
向
け
て
は
、
関
係
部

署
と
の
調
整
の
ほ
か
、
市
民
の
利
便
性

確
保
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
、
継
続
的
な
制
度

と
し
て
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 安心と安全が最優先！Ｑ . 安心と安全が最優先！
　　総合的な　　総合的な通学路対策を通学路対策を

　　Ａ . 事故後に実態調査を実施　　Ａ . 事故後に実態調査を実施
　　　　関係機関等と連携を強化　　　　関係機関等と連携を強化 福島ヤヨヒ

野田地区コニュニティーの事業のひとつ
として、児童の登下校の見守りを行う〝野
田っ子まもローズ〟。日常の何気ない地域
の目、関わりが大きな抑止力を発揮する
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市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
は

　

核
家
族
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ

り
保
育
ニ
ー
ズ
は
民
間
保
育
園
へ
シ
フ

ト
し
て
お
り
、
広
く
少
子
人
口
減
少
の

社
会
背
景
に
起
因
し
、
公
立
幼
稚
園
の

児
童
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

現
在
、
老
朽
化
す
る
幼
稚
園
舎
の
改

築
問
題
の
対
応
と
併
せ
て
、
今
後
の
運

営
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

教
育
長　

現
在
、
本
市
の
公
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
、
旧
３
地
区
間
に
お
い

て
、
施
設
の
設
置
状
況
、
保
育
内
容
・

年
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
美

野
里
地
区
の
市
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

施
設
建
築
後
、
相
当
の
年
数
が
経
過
し
、

就
園
児
数
も
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
整
備
や
運
営
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成

や
社
会
と
の
適
応
能
力
を
養
う
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
幼
稚
園
に
は
そ
の
受
け

皿
と
し
て
相
応
し
い
教
育
活
動
及
び
環

境
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、

国
で
は
よ
り
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
や
教

育
環
境
を
提
供
で
き
る
幼
保
一
元
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
統
廃
合
を
含
め
た
民
営
化
や

幼
保
一
元
化
な
ど
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
各
幼
稚
園
が
地
域
住
民
や
保

護
者
の
協
力
を
得
て
運
営
さ
れ
て
き
た

経
過
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
園
児
に
と
っ

て
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
理
し
、

幼
児
施
設
設
置
協
議
会
や
幼
児
教
育
審

議
会
に
お
い
て
各
種
意
見
を
伺
い
な
が

ら
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ 

広
告
収
入
の
拡
大
策
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

現
在
、
市
の
広
告
収

入
に
は
、
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
広
報
紙
で
は
平

成
20
年
度
が
11
事
業
所
か
ら
58
万
円
、

平
成
21
年
度
が
13
事
業
所
か
ら
81
万
円

の
収
入
を
得
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
今
年
度
ま
で
に
２
事
業
所
か
ら

27
万
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
へ
の
生
活
情
報
等
の
提

供
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
掲
載
事
業
所

の
募
集
を
積
極
的
に
行
い
、
収
入
増
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
用
車
、
玄
関
マ
ッ
ト
、
封

筒
な
ど
多
様
な
広
告
掲
載
の
手
法
に
つ

い
て
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

導
入
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
の
メ
リ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
導
入
に
伴
う
市
民
の
利
活

用
に
お
け
る
問
題
や
課
題
を
踏
ま
え
、
幅

広
く
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
性
格
に
応
じ
た
検
討
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
公
共
施
設
等
の
設
置
後
に
お
け

る
低
調
な
利
用
が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
企
業
は
、
Ｐ

Ｒ
効
果
等
が
見
込
め
る
施
設
で
あ
る
か
、

そ
の
広
告
価
値
を
見
定
め
判
断
し
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導

入
が
実
現
す
る
こ
と
は
、
施
設
利
用
者
が

相
当
数
お
り
、
設
置
目
的
が
達
成
さ
れ
た

か
否
か
の
判
断
基
準
と
も
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
検
討
を
踏
ま
え
前
向
き
に
対

処
し
て
い
き
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
？
・
・
・
公
共
施
設
等
の
命
名
権
を
時
限
的
に
企
業
等
と
販
売
契
約
す
る
こ
と
。
施
設
の
所
有
・
管
理
者
で
あ
る
行
政
は
安
定
的
な
財
源
が
得
ら
れ
る
。
県
内
自
治
体
で
は
水
戸
市
や
つ
く
ば
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

 一般質問

Ｑ . 多様化する保育ニーズ
　　幼稚園再編・幼保一元化は

　　Ａ . 望ましい教育環境に配慮
　　　　施設整備や運営手法を検討 島田　幸三

市内に 11ある保育園のうち、10園目の民間
保育園として、本年 4月から羽鳥駅東口団地
内に開設された〝ミーム保育園〟。
22年度当初予算では民間保育園への運営等に
対する補助 ･委託費は約 12億円を計上する
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養
豚
農
家
に
供
給
す
る
飼
料
用
米
は
作

付
面
積
が
34 

a 

で
、
10 

a 

あ
た
り
の

収
穫
量
は
６
５
０
kg 

、
キ
ロ
あ
た
り
30

円
の
取
引
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
認
定
農
業
者
会
が
市
内
の
圃

場
を
視
察
し
検
討
し
ま
し
た
が
、
水
田

条
件
等
の
違
い
か
ら
率
先
し
て
取
り
組

む
と
の
同
一
見
解
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
現
在
、
平
成
22
年
度
に
つ

い
て
は
、
営
農
計
画
書
の
提
出
が
３
月

末
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
市
内
に
お
け

る
状
況
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

飼
料
用
イ
ネ
の
収
穫
機
械
に
つ
い
て

は
、
20 

ha 

程
度
の
団
地
化
さ
れ
た
地

域
で
生
産
し
な
い
と
採
算
が
採
れ
な
い

状
況
が
あ
り
、
国
の
補
助
事
業
で
も
団

地
化
の
確
保
や
関
係
団
体
の
連
携
な
ど

推
進
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
美
野
里
地
区
で
の
ソ

バ
作
付
け
が
団
地
化
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
適
地
環
境
が
異
な
る
た
め
飼

料
用
イ
ネ
の
団
地
と
し
て
実
施
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
国
の
水
田
利
活

自
給
力
向
上
事
業
や
米
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
、
圃
場
の
特
性

や
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
各

地
域
で
の
取
組
み
を
考
慮
し
な
が
ら
、

農
業
振
興
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ 

飼
料
用
イ
ネ
生
産
の
推
進
を

　

飼
料
用
イ
ネ
の
作
付
け
推
進
に
つ
い

て
、
一
昨
年
の
定
例
議
会
で
も
質
問
を

し
た
が
、
平
成
21
年
度
は
市
内
で
も
作

付
け
さ
れ
、
美
野
里
酪
農
協
で
は
近

隣
自
治
体
の
生
産
者
か
ら
買
い
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
動
き

も
踏
ま
え
、
食
料
自
給
力
の
向
上
に
向

け
て
、
課
題
と
な
る
収
穫
機
械
の
購
入

も
含
め
た
市
と
し
て
の
推
進
体
制
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 
産
業
経
済
部
長　

平
成
21
年
度
の
水

田
転
作
作
物
、
飼
料
用
イ
ネ
の
作
付
け

実
績
は
、
酪
農
家
に
配
給
し
た
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
が
、

作
付
面
積
１
４
６
a
と
な
っ
て
お
り
、

10 

a
あ
た
り
の
収
穫
量
は
３
ｔ
、
キ
ロ

あ
た
り
の
取
引
き
額
は
15
円
、
ま
た
、

Ｑ 

新
た
な
農
地
制
度
ス
タ
ー
ト

　

 

農
業
委
員
会
の
役
割
は

Ａ 

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

新
し
い
農

地
制
度
は
、
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、

さ
ら
に
効
率
的
に
農
地
の
利
用
を
図
る
こ

こ
と
で
、
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
根
幹
と
な
る
農
地
法
に
関

し
て
は
、
農
地
転
用
の
規
制
を
強
化
し
、

農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
耕
作
者
に
よ

り
、
地
域
に
配
慮
し
た
権
利
取
得
を
促
進

し
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
標
準
小
作
料
を
決
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
、
地
域

の
動
向
を
収
集
し
、
平
均
・
最
高
・
最
低

額
の
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
続
な
ど
に
よ
り
新
た

に
農
地
を
取
得
す
る
方
は
、
農
業
委
員
会

に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
に
関
し
て
は
、
所
在

を
明
確
化
し
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
、
現
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
？
・
・
・
飼
料
用
稲
の
う
ち
茎
や
葉
を
含
む
株
全
体
を
収
穫
し
、
ロ
ー
ル
上
に
丸
め
発
酵
さ
せ
て
牛
の
エ
サ
と
し
た
も
の
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
の
飼
料
用
稲
は
特
に
飼
料
イ
ネ
と
呼
ぶ
。

一般質問

Ｑ . 食料自給力の向上へ
　　飼料用イネ生産の推進を

　　Ａ .各地区の特性・取組みに配慮
　　　　農業振興が図れるよう支援 小川　賢治

食料自給率の向上、水田の有効活用、飼
料原料の高騰への対応方策として、その
普及定着が期待される
（飼料用イネを刈取りロールにする）
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Ｑ 

地
元
農
産
物
を
積
極
活
用
し
た

　

 

地
産
地
消
型
給
食
へ
の
考
え
は

　

近
年
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
複

数
の
学
校
の
調
理
を
一
括
し
て
行
う
セ

ン
タ
ー
方
式
の
採
用
や
、
調
理
や
運
搬

業
務
の
民
間
委
託
な
ど
運
営
の
合
理
・

効
率
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
が
、

食
の
安
全
を
確
保
し
、
食
育
・
地
産
地

消
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
場
産
農

作
物
の
積
極
活
用
に
よ
る
食
材
調
達
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

Ａ 
教
育
次
長　

本
市
の
学
校
給
食
に
お

け
る
地
場
産
農
作
物
の
活
用
状
況
は
、

平
成
21
年
12
月
現
在
の
栄
養
士
が
配
属

さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
４
校
と
玉
里
給

食
セ
ン
タ
ー
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、

市
内
産
が
７
％
、
市
内
産
を
除
く
県
内

産
が
28
％
、
合
計
で
35
％
と
な
っ
て
お

学
校
給
食
運
営
の
状
況
？
・
・
・
学
校
給
食
状
況
調
査
（
平
成
20
年
５
月
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
調
理
法
式
で
は
自
校
方
式
が
43
・
４
％
、
セ
ン
タ
ー
方
式
が
54
・
８
％
、
外
部
委
託
状
況
で
は
、
調
理
が
25
・
５
％
、
運
搬
が
39
・
８
％
、
食
器
洗
浄
が
25
・
２
％
。

 一般質問

の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

鮮
で
安
全
な
地
場
産
食
材
の
活
用
を
基

本
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
学
校

給
食
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
方
々

に
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

給
食
費
の
保
護
者
負
担
は

　

 

今
後
の
統
一
化
と
軽
減
策
は

Ａ 

教
育
次
長　

保
護
者
の
方
か
ら
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
基
本
食
や
副
食
な
ど
食
材
を
購

入
す
る
代
金
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
各
校
等
に
お
け
る
調
理

法
式
が
異
な
る
た
め
、
１
食
あ
た
り
の

給
食
単
価
に
違
い
が
あ
り
、
給
食
費
の

統
一
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
併
せ
て
、

平
成
22
年
９
月
か
ら
市
内
各
校
の
給
食

費
を
統
一
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
、
新
し
い
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
１
人
あ
た
り
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
や
栄
養
素
な
ど
給
食
で
摂
取

す
べ
き
基
準
が
文
科
省
で
定
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
基
に
使
用
食
材
ご
と
の
年
間

購
入
価
格
な
ど
の
試
算
を
行
っ
た
上
で
、

適
切
な
給
食
費
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

り
、
国
・
県
の
食
育
推
進
計
画
の
目
標

値
30
％
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

学
校
給
食
に
地
場
産
食
材
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
食
材
供
給
シ

ス
テ
ム
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
生
産
者
組
織
と
の
連
携
を
図
り
、

市
の
特
産
品
を
活
用
し
た
給
食
献
立
の

工
夫
と
併
せ
て
、
地
場
産
品
の
利
用
拡

大
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

米
飯
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
献
立
と
し

て
の
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
正
し
い
食

習
慣
の
醸
成
に
も
意
義
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
週
３
回
実
施
し
て
い
る
米

飯
給
食
を
増
や
し
、
さ
ら
に
市
内
産
米

の
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
給
食
食
材
等
の
納
入
業
者
の

選
定
及
び
発
注
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

や
玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、

県
学
校
給
食
会
や
地
元
農
協
・
業
者
等

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
９
月
か

ら
は
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
一
括
発

注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今

後
の
給
食
物
資
の
納
入
業
者
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
市
の
財
務
規
則
な
ど
関

係
規
定
に
準
じ
た
対
応
を
基
本
と
し
、

そ
の
具
体
的
な
選
定
方
法
に
関
す
る
要

綱
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
安
全
な
給
食
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
は
、
衛
生
管
理
基
準
の

遵
守
は
も
と
よ
り
、
安
心
安
全
な
食
材

Ｑ . 合理・効率化する学校給食Ｑ . 合理・効率化する学校給食
　　　　センター方式で地元食材活用はセンター方式で地元食材活用は

　　Ａ . 生産者と連携、献立を工夫　　Ａ . 生産者と連携、献立を工夫
　　　　　　　　地場産品の利用拡大に努める地場産品の利用拡大に努める 関口　輝門

9 月からの稼動に向けて整備が進められ
る給食センターの建設現場。（3/16現在）
当面、玉里地区を除く市内幼小中学校の
児童生徒分の約 4700 食を配食する予定
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Ｑ 

少
子
化
対
策
の
大
き
な
一
歩
に

　

平
成
22
年
度
か
ら
子
ど
も
福
祉
課
が

設
置
と
な
る
が
、
そ
の
創
設
の
意
義
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
。
市
民
に
と
っ
て

は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

家
庭
や
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
、
ま
た
、
市
民
が
安
心
し
て
家
庭
を
持

ち
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
整
備
す
る
た
め
、〝
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
〞
の
後
期
計
画
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
後
期
計
画

に
明
記
す
る
諸
施
策
や
具
体
的
な
数
値
目

標
を
重
点
的
に
推
進
す
る
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
子
ど
も
福

祉
課
を
設
置
し
ま
す
。

　

現
在
、
少
子
化
等
の
問
題
を
巡
っ
て

は
、
少
子
化
、
若
者
の
自
立
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
、
児
童
虐
待
の
防
止
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
の

子
育
て
支
援
施
策
の
集
大
成
で
も
あ
る

こ
の
後
期
計
画
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、

地
域
全
体
で
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

市
民
レ
ベ
ル
の
融
和
は
図
れ
た
か

Ａ 

市　

長　

旧
町
村
単
位
や
一
部
地
域

で
実
施
し
て
い
た
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

一
本
化
や
市
全
体
へ
と
拡
大
し
実
施
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
市
民
の
融
和
を
図

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
一
定
の
成
果
を
得
た
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
即
効
的
で
は

な
く
、
引
き
続
き
継
続
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民

と
行
政
が
協
働
で
ソ
フ
ト
ハ
ー
ド
両
面
の

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の

融
和
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 
行
革
の
歩
み
に
後
退
な
い
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
補
助
金
等
の
見
直
し
結
果
に
つ
い

て
は
、
そ
の
全
て
が
見
直
し
を
求
め
ら

れ
た
形
で
の
運
用
に
改
善
さ
れ
て
い
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
と
し

て
補
助
金
額
は
削
減
さ
れ
て
お
り
、
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
各
種
団
体
に
お
い
て
は
、

適
正
な
形
で
の
運
用
に
努
め
る
状
況
も

伺
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
改
善
に

向
け
て
、
各
種
団
体
や
担
当
者
と
調
整

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

財
政
援
助
す
る
団
体
等
へ
の
監
査
は

Ａ 

監
査
委
員
事
務
局
長　

市
が
出
資
す

る
、
ま
た
補
助
金
を
交
付
す
る
団
体
等

に
つ
い
て
は
、
そ
の
団
体
等
の
出
納
や

財
政
援
助
に
関
わ
る
事
務
に
関
し
て
監

査
で
き
る
こ
と
が
法
律
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
公
金
が
適
正
に
支
出

さ
れ
、
ま
た
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
行
政
の
進
展
に
伴
い
、
こ

う
し
た
補
助
・
負
担
等
は
拡
大
し
て
お

り
、
各
種
団
体
等
を
通
じ
て
の
公
金
の

運
用
は
、
よ
り
効
果
的
に
市
民
福
祉
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、

監
査
制
度
の
意
義
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
監
査

委
員
と
協
議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

監
査
委
員
？
・
・
・
市
長
か
ら
独
立
し
た
独
任
制
の
執
行
機
関
で
、
市
お
よ
び
市
関
係
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
執
行
や
経
営
に
係
る
事
業
管
理
が
適
正
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
任
期
は
原
則
４
年
、
市
長
が
推
薦
し
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
す
る
。

Ｑ .Ｑ . 合併から４年その成果は合併から４年その成果は
　　　　これから市が向かうべき方向はこれから市が向かうべき方向は

　　Ａ .　　Ａ .市民融和の環境づくり努めた市民融和の環境づくり努めた
　　　　　　　　引き続き市民協働で事業展開引き続き市民協働で事業展開 戸田　見成

3 月に策定された次世代育成支援地域行
動計画の後期計画）。平成 22 ～ 26 年ま
での 5ヵ年間において、地域全体で取組
む子育て支援策等を具体的に明記する
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Ｑ 

拠
点
施
設
〝
コ
ス
モ
ス
〞
の
活
用
策

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
〝
コ
ス
モ
ス
〞
は
、

合
併
前
か
ら
複
合
文
化
施
設
と
し
て
地

域
住
民
の
交
流
を
促
進
し
て
き
た
が
、

合
併
以
降
は
市
全
体
の
生
涯
学
習
の
拠

点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

現
在
、
策
定
さ
れ
る
霞
ヶ
浦
沿
岸
地

域
施
設
整
備
構
想
の
具
体
化
に
よ
り
、

更
な
る
機
能
強
化
も
期
待
さ
れ
る
が
、

従
前
か
ら
の
地
域
住
民
の
拠
点
と
し
て

の
活
用
に
も
配
慮
し
、
新
た
な
活
用
方

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

現
在
、
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
る
〝
水
の
交
流
エ
リ
ア
〞
の

形
成
を
図
る
た
め
、
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
、
新

た
な
交
流
空
間
を
整
備
す
る
具
体
的
な

構
想
や
計
画
づ
く
り
を
市
民
の
参
画
に

 一般質問

よ
り
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
委
員
会
の
中
で
は
、
新
た

な
機
能
の
導
入
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
内

の
既
存
施
設
の
機
能
充
実
を
図
る
こ
と

の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
エ
リ

ア
内
最
大
の
既
存
施
設
で
あ
る
〝
コ
ス

モ
ス
〞
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
交
流
拠

点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
需
要
増

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
最
終
的
な
判
断
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
委
員
会
で
の
協
議
・
結
果
に
委

ね
ら
れ
ま
す
が
、〝
コ
ス
モ
ス
〞
の
活
用

を
含
む
内
容
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

上
下
分
離
で
の
運
営
に
問
題
は

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
コ
ス
モ
ス
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
、

図
書
館
、
史
料
館
、
文
化
ホ
ー
ル
を
有

す
る
複
合
施
設
と
し
て
の
優
位
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、
施
設
運
営
と
事
業
展
開

に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
の
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
市
内
３
館
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画

に
基
づ
き
実
施
し
て
き
た
自
主
文
化
事

業
を
、
平
成
22
年
度
か
ら
コ
ス
モ
ス
独

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
施
設
整
備
構
想
？
・
・
・
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
交
流
施
設
・
空
間
の
整
備
等
に
よ
り
、
市
民
の
憩
い
や
市
内
外
の
交
流
拠
点
と
し
て
い
く
た
め
、
策
定
委
員
会
で
そ
の
整
備
内
容
や
利
活
用
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

自
の
自
主
事
業
に
変
更
し
て
お
り
、
新

た
な
事
業
展
開
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活
部
所
管

の
自
主
文
化
事
業
に
つ
い
て
も
、
鑑
賞
・

創
造
・
育
成
事
業
等
を
計
画
し
、
市
民

が
主
体
的
に
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る

環
境
の
整
備
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
市
内
３
館
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
市
民
の
誰
も
が
豊
か
で
ゆ
と

り
の
あ
る
文
化
的
な
生
活
を
享
受
で
き

る
よ
う
各
種
文
化
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｑ 

小
学
校
の
統
合
再
編
に
は

　

 

地
域
住
民
の
愛
着
に
配
慮
を

Ａ 

教
育
長　

全
国
的
な
少
子
化
の
流
れ

の
中
、
本
市
に
お
い
て
も
児
童
生
徒
数

は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
玉

里
東
小
の
５
・
６
年
生
に
お
い
て
、
教
育

効
果
が
低
下
す
る
と
さ
れ
る
複
式
学
級

が
発
生
し
て
き
ま
す
。

　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
が
安
心
安
全
に
学
習
・
活
動
で
き

る
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の

で
、
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
た
中

で
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
て
、
住

民
の
合
意
形
成
に
配
慮
し
た
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ . 霞ヶ浦構想の具体化に期待Ｑ . 霞ヶ浦構想の具体化に期待
　　周辺既存施設の位置づけは　　周辺既存施設の位置づけは

　　Ａ . 周辺への新たな機能導入で　　Ａ . 周辺への新たな機能導入で
　　　　将来的に幅広い交流拠点に　　　　将来的に幅広い交流拠点に 大和田 智弘

眼下に霞ヶ浦を見下ろし立地する生涯学
習センター〝コスモス〟。水の交流エリア
の具体化に向けて構想作りが進められる
中、新たな役割、活用方策が期待される
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活動日誌ほか
　

１  

月
  

４
日 
百
里
基
地 

賀
詞
交
歓
会

  

６
日 
小
美
玉
市
賀
詞
交
歓
会

  

７
日 

明
日
の
茨
城
づ
く
り
新
春
の
集
い

  

９
日 

消
防
出
初
式

  

10
日 

成
人
式

  

11
日　

新
春
歩
け
歩
け
大
会

  

13
日 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
、
建
設
業
協
会
新
年
会

  

15
日 

県
市
町
村
負
担
金
審
議
会

  

16
日 

区
長
会
新
年
会

  

18
日 

市
民
の
翼
事
業 

実
行
委
員
会

 

県
東
市
議
会
議
長
会 

視
察
研
修
（
〜
19
日
）

  

19
日 

議
会
広
報
委
員
会

 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

議
会
運
営
委
員
会

  

21
日 

農
政
審
議
会
、
県
市
議
会
議
長
会 

定
例
会

  

23
日 

野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
受
賞
記
念
祝
賀
会

  

24
日 

総
合
防
災
訓
練
、
書
初
め
大
会
表
彰
式

  

25
日 

議
会
全
体
研
修
（
〜
26
日
）

  

27
日 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新
年
会

 

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備
構
想
策 

定
委
員
会

 

美
野
里
地
区
企
業
連
絡
会

  

28
日 

水
道
事
業
審
議
会

 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
等 

策
定
委
員
会

　

２  

月

  

１
日 

日
米
共
同
訓
練 

現
地
視
察

  

２
日 

霞
ヶ
浦
北
岸
水
質
浄
化
推
進
協
議
会 

視
察
研
修

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
新
年
会

  

３
日 

議
会
運
営
委
員
会 

視
察
研
修

  

５
日 

県
市
議
会
議
長
会 

議
員
研
修

  

６
日 

ゆ
め
未
来
芸
術
展

  

７
日 

駅
伝
大
会

  

８
日 

土
浦
石
岡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー 

定
例
会

  

10
日 

霞
台
厚
生
施
設
組
合 

定
例
会

  

11
日 

茨
城
空
港
開
港
１
ヶ
月
前
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

12
日 

公
共
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会
、
学
校
給
食
委
員
会

  

15
日 

第
１
回 

臨
時
議
会
、
堅
倉
小
学
校
建
設
委
員
会

  

16
日 

県
道
百
里
飛
行
場
線 

開
通
式
典

 

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

定
例
会

  

17
日 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

議
会 

定
例
会

  

18
日 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

 

湖
北
環
境
衛
生
組
合 

定
例
会

  

19
日 

正
副
議
長
・
委
員
長
研
修
（
〜
20
日
）

  

22
日 

予
算
内
示
会

  

23
日 

国
道
３
５
５
号
線
石
岡
岩
間
バ
イ
パ
ス
開
通
式
典

  

24
日 

茨
城
美
野
里
環
境
組
合 

定
例
会

 

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備
構
想 

策
定
委
員
会

  

25
日 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
等 

策
定
委
員
会

 

百
里
基
地
周
辺
市
町
村
協
力
会 

新
春
防
衛
懇
話
会

  

26
日 

茨
城
地
方
広
域
環
境
組
合 

定
例
会

 

県
道
上
吉
影
岩
間
線
バ
イ
パ
ス
・
羽
鳥
宿
張
星
線 

開
通
式
典

　

３  

月

  
１
日 

議
会
運
営
委
員
会

  
５
日 

百
里
基
地
准
曹
会 

懇
親
会

  

６
日 
東
関
東
自
動
車
道 

茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
開
通
式

 
茨
城
空
港 

開
港
記
念
フ
ェ
ス
タ

  

７
日 
茨
城
空
港 

開
港
式

  

10
日 

中
学
校
卒
業
式

  

11
日 

市
民
の
翼
事
業
（
〜
13
日
）

  

14
日 

霞
ヶ
浦
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ー
リ
ン
グ

  

17
日 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画 

策
定
委
員
会

  

18
日 

都
市
計
画
審
議
会
、
ふ
る
さ
と
塾
閉
講
式 

記
念
講
話

  

19
日 

小
学
校
卒
業
式

  

20
日　

小
中
学
生
剣
道
大
会

  

21
日 

水
戸
藩
４
０
０
年
記
念
祝
賀
会

  

23
日 

市
内
幼
稚
園
卒
園
式
、
防
災
会
議

  

24
日 

社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
会
・
評
議
員
会

 

湖
北
水
道
企
業
団 

定
例
会

 

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備
構
想 

策
定
委
員
会

  

25
日　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
等 

策
定
委
員
会

  

26
日 

百
里
基
地
周
辺
整
備
協
議
会

  

27
日 

市
民
の
日
記
念
事
業

３月 定例議会 日程
日程 会 議 等 の主な 内 容 傍聴

２日
本会議  
  開会、市政方針、議案上程

１名

４日 本会議  一般質問 22名

５日 本会議  一般質問、議案質疑 33名

８日 予算特別委員会（～９日） －

15日
文教福祉 常任委員会
建　　設 常任委員会

－

16日
総　　務 常任委員会
市民経済 常任委員会

－

18日 議会広報 委員会 －

19日

議会運営委員会、予算特別委員会
本会議 
  委員長審査報告
  採決、追加上程、採決、閉会

１名

〝６月 定例議会〟日程のお知らせ

日程 会議等の内容
傍　聴

議　　場 モニター
中　　継

  ３日（木）本会議
（開会、議案説明）

可 有

  8 日（火）本会議
（一般質問、議案質疑） 可 有

  9 日（水）
10日（木）委員会（～ 15日） 要確認 無
18日（金）本会議

（報告、採決、閉会）
可 有

＊議場は本庁舎 3階にあります。議場内での傍聴には
　簡単な受付（氏名・住所等の記入）が必要です。
＊本庁舎・各支所に設置するＴＶモニターでの中継は
　ご自由にご覧いただけます（受付は不要）。
＊委員会等の詳しい日程については 6月 2日に開催する
　議会運営委員会で協議します。
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皆さんから寄せられた声です　～クイズ・傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►►本庁舎・支所での議会中継を行っていますが、議会は平日に行われるため見ることが出来ません。インターネッ
　トでのライブ中継や録画放映が見られるシステムを検討してください。（羽鳥・男性）
►►茨城空港を利用した観光客が国内外から小美玉市を訪れる機会が多くなると思います。市の魅力をアピールす
　るアイディアを市民から募集する方法等を考えてみてはどうでしょうか。（羽鳥・男性）
►►岩間インターを月１回利用しています。インターから茨城空港への道路が整備中ですが、開通すると近道にな岩間インターを月１回利用しています。インターから茨城空港への道路が整備中ですが、開通すると近道にな

　り便利になりますので、楽しみにしています。（羽刈・女性）　り便利になりますので、楽しみにしています。（羽刈・女性）
►茨城空港の開港も何かもうひとつ盛り上がりに欠けるように思います。市自身もっとイベントを打って出るべ
　きです。特に県民の利用を増やすために、1回利用する度に様々な特典をつけるなど考慮すべきと思います。

　この厳しい時期にも成功している地方空港を是非参考にしてください。（中延・男性）
►2 月 7日に小美玉市駅伝大会に孫が初めて参加しました。私も孫も楽しく 1日を過ごしました。孫も来年も参
　加するよと楽しみにしています。（羽鳥・女性）
►初めて市民講座に参加し、楽しい時間を持ち趣味の範囲も広がりました。市からの資金援助のお陰で参加費用
　も安く助かります。厳しい財政事情の中ですが、今後もより良い講座開講を楽しみにしています。（与沢・女性）
►小美玉市に住み 1年半近くになります。2月から図書館システムが統一されましたが、旧美野里地区の図書館
　には一度も行ったことがありません。最近やっと公民館の中にあることが分かりました。市役所の看板には市

　役所、公民館としか載っていないし、他はきちんと図書館という建物なのに、しかも暗く入りづらい感じです。

　子どもを連れても行きやすい小川図書館の様なところがあるといいのですが。（羽鳥・女性）
►いろいろな広報紙が全家庭に配布されていますが、実際に有効活用されているか疑問です。市民の行政への関
　心度チェックを。（宮田・男性）

クイズ・声

　 第１５回プレゼントクイズ　　 第１５回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 1７号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、森のレストラン “キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  平成 22 年度の当初予算の総額は 330 億○ , ○○○万円？
　　問 ②  4 月 16 日から茨城空港と○○空港を結ぶ国内定期路線が就航？
　　問 ③  次回の平成 22 年 第２回定例議会の開会日は６月○日？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想等を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２２年 6月１日（火）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   　   第１４回クイズの当選者第１４回クイズの当選者
　  47 通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。

　   田 村 匡 弥 さん　吉 田 利 恵 さん　
　   高 畠 文 夫 さん　清司笑美子 さん  
　   平 島 俊 英 さん　植 田 啓 代 さん
　   伊 野 忠 好 さん　森 下 恵 子 さん
　   大 内 君 代 さん　小 泉  弘 さん

第１４回クイズの正解
  問① 第 4回定例議会で審議された案件は○ ○ 件？
    [ 答 → 23 件 ]
  問②  茨城空港の開港日は 3月 1○日？
　　      [ 答 → 3月 11日 ]

  問③  第 1 回定例議会の開会日は 3 月○日？
    [ 答 → 3 月 2日 ]
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　４月 16 日、茨城～神戸空港を結ぶ国内定期
便（スカイマーク航空・１日１便）が就航しま
した。従来では考えられない 80 分という早さ
で関西圏への移動が可能となり、また早期予約
をすれば、最大で片道 6千円を下回る運賃設定
も大きな魅力となっています。
　就航先の神戸市は誰もが周知する都市のブラ
ンド力を有する魅力ある街であり、また、空港
から少し足を延ばせば、大河ドラマ放送で観光
需要が高まる四国方面へ、さらに神戸空港を経
由しトランジット（乗り継ぎ）で沖縄へも、こ
れまでより安く・早く行くことができます。こ
れら選択肢の多寡が就航路線の維持に欠かせな
い需要を喚起します。
　4月 20日から 22日にかけて実施した議会全
体研修では、神戸空港ターミナルビルを視察し、
神戸市長を表敬訪問しました。同路線の就航で
身近になる関西圏域との交流拡大を通じて、空
港の利用促進が図られるとともに、本市まちづ
くりにおいても相乗しながら地域活性に寄与し
ていくことが期待されます。
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　民間シンクタンクの 09 年地域ブランド調査
によれば、茨城の認知度は全国 48 都道府県で
最下位！との結果。しかしながら、首都圏に在
し、平坦な地形、穏やかな気候、自然災害の少
なさ等、その恵まれた地域環境は農業分野にと
どまらず、企業の立地に関しても全国トップク
ラスの実績を得ています。さらに今、県北３港
湾が統合され、平成 23 年の中頃には北関東道
が全線開通し、茨城（常磐道）、栃木（東北道）、
群馬（関越道）の北関東 3県が横軸で結ばれま
す。そして茨城空港の開港、これら県がうたう
陸・海・空ネットワークの具現化により、新た
な交流創出への期待が高まっています。
　こうした中、県では積極・効果的な情報発信
を展開するため広報戦略室を新設、また、水戸
市をはじめとした 9市町村の首長懇話会、霞ヶ
浦周辺７市町による地域資源活用連絡会の設立
など、各自治体が地域資源を再認識し連携を強
化しながら、県内外・世界へと茨城の魅力を
発信する取り組みが進められています。ネット
ワークの一翼を担う本市においても、その受け
皿として十分なソフト展開を図るため、官民あ
げての推進体制が求められています。

水戸市では開藩400年、
市制施行 120 年を記念
し、各種事業を企画・
展開。
上段：支援の会が設立さ
れ県民運動として撮影さ
れた映画〝桜田門外の変〟
（今秋公開）。そのオープ
ンセット（千波湖畔）が
公開中。
下段：茨城の誇る歴史的
景勝地、偕楽園にて梅大
使、ボランティアガイド
の方と議会広報委員。

（3月 18日 撮影）

陸海空ネットワークが進展陸海空ネットワークが進展
課題は茨城ブランド発信力課題は茨城ブランド発信力

８０分 で 関 西 圏 へ ！８０分 で 関 西 圏 へ ！
神戸市長を表敬訪問神戸市長を表敬訪問

矢田 神戸市長を表敬訪問し、小美玉市の魅力をＰＲ！
（左から中村副議長、島田市長、神戸市長、野村議長）


